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国民の食生活を改善するために「健康づくりのための食生活指針」が
年
れ
活
生

に厚生省

ている。

に関する

における

よ

そ
意
食

り出され、「多様な食品で栄養バランスを」という項目が

こで我々は、　昭和6 0年1 0月から11月にかけて、　女子短大生

識と摂取食品数との関連性について検討を行った。今回は、

生活に関する意識について調査を行ったので報告する。

　　調査対象者は、大阪周辺の国公立四年制大学の男

る為に女子学生2 3 3名についても同様のアンケート調

　　食生活に対する意識を比較したところ、．健康に適

答
を
Ｉ
は
食
る
小
人
の
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と
活
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ｒ
ｊ
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学生2 9 7名、　比較

を行った。

た食生活をｒして

えた割合は1 5％、「していない」は34 %と多く、健康の為に適さな

している理由として「食事が不規則」であるが一番多く6 1 ％、　次い

の2 2 ％であった。　望ましい１日の摂取食品量を「知っている」と答

　わずか7 %と少なく、「大体知っている」と思っている人が3 1 ％で

品群別摂取量への意識については、穀類、獣鳥肉類では、「多量摂

と認識している」と答えた人が多く、全体的にみると　「多量摂取」

量摂取」が多く、特にいも類、豆類は「小量摂取していると認識し

は5 7 %と多い割合を示した。食物の必要量への知識と食物摂取量へ

関連は、　全体的に関連性がみられた（P ＜0.05）。又、健康に適した

認識と食物摂取量への意識との関連性は、獣鳥肉類を除いては関連

た（P ＜0.05）。以上の事項について、　女子学生との比較検討を行っ

女子学生の食生活に関する規範意識と独自性欲求との関連性

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　加納　三千子（福山女短大）

1 .　目的：　食生活には古くからさまざまな社会的規範があり、それが食事マナーや言伝え、

伝統食として現代の生活に伝わってきている。これらの食生活規範に対する同調の程度は、

個々人の緒特性に依存することが考えられる。そこで、本報ではその点を明らかにするた

め、食生活規範に対する意識を、その規範に対する態度（私的見解）と食生活規範に対す

る世間の評IBを想定した主観的規範（社会的評価）の二側面から測定し、①食生活規範に

対する重要性の認知、②食生活規範の種類による重要性認知の特徴、③食生活規範に対す

る態度と主観的規範のずれ得点の大きさと独自性欲求との関連性を検討した。

2 .　方法：食生活規範に対する態度と主観的規範の測定は、一般的な食事マナー、和食、

洋食、中国料理、食ぺ物の言伝え、伝統料理に関する32項目について行った。　独自性欲求

はSy nde rらの尺度のうち、内的一貫性の高い28項目を用いて行った。調査はF 短大の学生

201名を対象として1989年12月上旬、教室において実施した。このうち分析に供することの

できた有効票は191名（95.0％）であった。

3 .　結果：①食生活の各規範項目は「非常に大切」から　「どちらかといえば大切でない」

まで、項目によってかなり大きく異なった評定がなされ、食生活に関する規範を、きびし

く認知されている規範から比較的緩やかに認知されている規範まで順序づけることができ

た。②規範の種類別にみると、女子学生は全般的なマナーを重要視し、言伝えを最も軽視

していた。③食生活規範に対する主観的規範と態度の差と独自性欲求との関連性を分析し

た結果、独自性欲求の強い者ほど主観的規範と態度の差が大きいことがわかった。


